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 都市建設部 部長 横山 正、都市計画課 課長 久保田 薫 
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４ 会議概要 作成年月日 平成30年７月18日 

協議事項等 

Ⅰ．会議の概要 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 会議事項 

(１) 国営アルプスあづみの公園からの情報提供 

(２) 県営烏川渓谷緑地からの情報提供 

(３) 情報提供 

(４) 全国都市緑化信州フェア開催に合わせたスタンプラリーについて 

(５) 意見交換 

(６) その他 

５ 閉会 

 

Ⅱ．議事の概要 

１ 開会 

  薄井副会長 

２ あいさつ 



辻谷組合長 

 おはようございます。お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。限られた時間の中での会議

となりますので、慎重審議をよろしくお願い申し上げたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

大里長野国道事務所副所長 

みなさんおはようございます。只今ご紹介いただきました長野国道事務所の大里と申します。よろしく

お願いいたします。わたくしのほうから、あづみのパークコミュニティ会議というタイトルである資料が

あると思いますけれども、あいさつと言いましても、どうしても話すだけで、こっちも話しっぱなしとい

うことになってしまうかなと。いろいろあいさつ何か言おうかなしようかなと思って、メモしていたんで

すけれども、メモするんだったら出しちゃえばいいじゃんと思って作った資料でございます。これに沿っ

た話を少しさせていただきます。 

わたくし昨年の４月から公園のほうに参りまして、１年２か月３か月ですか、やっておりますけれども、

それ以降の都市公園をめぐる状況ということで、２つ３つお話ししたいと思います。 

ご存知のように、１つ目は都市公園法の改正でございます。全国的に見れば都市公園の量はある程度整

備されてきたということで、これからその整備された公園のその機能を如何に最大限引き出すかというス

テージに変わってきている、ということです。それはまあ、綺麗な言葉ですけれども、実態としては、整

備費あるいは維持管理費といったものは過去７年間ほぼ横ばいという状況です。今後ご存知のように、大

磯の庭園ですとか開園整備で公園が増える。それから、管理面積が当然増大していく訳です。それから世

間に言われているように、老朽化も進行していくということで、コストとしてはこのままでは上がり続け

るという状況です。ということで、そのコストの上昇を抑えつつ、公園の機能を引き出すということで、

民間資本を誘導するという方向性が法律で定められました。ということで、Park-PFI制度の創設がされて

おります。今までそういった公園の中で、例えば飲食店ですとか物販施設ですね。そういったものの占有

許可の期間が10年だったものを、10年ではなかなか事業者も参入しづらいだろうと、初期投資コストを回

収するためには、20年位許可という期間を設けなければいかんということで、20年という流れに落ち着い

た改正の内容です。これとアルプスあづみの公園で考えますと、正直なところどうでしょうか。収益事業

成り立つでしょうか。なかなか難しいですかね。これは実際に皆さん民間の事業者の方に聞いてみないと

わからないことですけれども、そのためにもアンケートはしていこうかなという風に思っています。私た

ちの常識では考えられないようなアイディアが出てくるかもしれません。そういったことは一応トライは

していこうという風に思っています。でも、そもそも改正の背景というか、考え方は何かというと、より

一層いろいろな人に公園を使ってもらおうということなんだろうという風に思っています。こちらとし

て、公園として、こんなイベントやります、こんな花見頃です、ということで呼び掛けて来てもらう公園

から、そういう公園の機能も必要なんですけども、プラスもっと使ってくださいと、いろんな団体の皆さ

んに使ってくださいということを呼び掛けていくことが必要なのかなという風に思っています。というこ

とで、先程言いましたけれども、民間の方々にアンケートを行っていろんなアイディアを出していただく

ということを考えています。 

２つ目です。入園料金の改定、今年の４月から入園料金の改定を施行しております。背景としましては、

全国の国営公園の来園者数を2020東京オリパラの年度ですけれども、4800万人、今から20％増ですけれど

も、という目標を掲げています。その目標と、それから先ほど言った公園の経営管理、みなさんいろんな

使い方してくださいということと、国営公園ですので、入園料の料金は税務署に入っているんですけども、



それの歳入が落ち込んではいけないということで、そこが最大限計ることができる入園料ということで改

定をしております。小中学生無料ですね、大人の入園料はその代りすみませんが410円から450円に40円値

上げさせていただきました。それからこの公園に特に関連することですけれども、２日通し券、あと全国

的に公園の共通パスポートといったものの適用範囲を拡大しております。当公園の状況はどうかというこ

とですけれども、今年の４月から始まったのですが、５月のアンケート結果の状況を見ますと、１か月し

か経っていませんから、料金改定知っていたという人は約２割、それから料金改定良いんじゃないのとい

う人たちは７割近くの方から支持をいただいている。それから、先ほど言った２日通し券、これの利用者、

１日のうちで両公園、大町・松川地区とこっちの堀金・穂高地区を１日でまわることも勿論オーケーなん

ですけれども、１日ずつ２つの公園をまわるということもオーケーなので、１日ずつまわっている人たち

はどれぐらいいるのかというと、約２割から３割の方々が１日ずつ堀金・穂高と大町・松川を利用されて

いるということです。１年間の試行、ためしにやってますということなんでが、できればもう少し延長し

てもらえませんか、ということをこれから本省のほうに話をしていきたいなと私個人的に思っておりま

す。１年間の状況だけですと、天気の良し悪しも影響しますし、料金改定の効果っていうのがどこまであ

ったのかよくわからないんじゃないかなということで、可能ならば延長してくださいという話をしていき

たいと思っています。それから、こういった２日通し券とか料金改定、特に夏休み以降ですね、県外から

のお客さんが６割から７割近くいらっしゃる訳ですけれども、そういった方々に向けたPRといったものも

していきたいということで２日通し券ですと当然どこか泊まんなきゃいけないということになりますの

で、ここの周辺、大町の方かもわかりませんけれども、地域のみなさんにも還元できるんじゃないかなと

考えているところでございます。 

あと、緑化フェアとかいう話は丁度事務局の方からあると思うんですけれども、ツキノワグマとかニホ

ンザルの対応です。クマも今月１回堀金・穂高の方で確認というか目撃をされたということもあります。

大町松川の方では園内の方に入ってしまったクマがいまして、それは先週捕獲をして奥山に放獣したとい

うことでございます。４年に１度の当たり年と言われてますけれども、そこのところはいろいろ情報を共

有しながら対応していきたいと思いますので、そこのところもよろしくお願いしたいと思います。すみま

せん、１ページでやりながら長々喋りまして。申し訳ありませんけれども、これであいさつと代えさせて

いただきます。よろしくお願いします。 

 飯森安曇野建設事務所長   

皆さんこんにちは。安曇野建設事務所所長飯森正敏でございます。まずはじめに、今日お集まりの皆様

には日頃から私ども安曇野建設事務所に対しまして格別のご支援ご協力いただいておりますことを誠に

ありがとうございます。感謝申し上げたいと思います。 

昨年の烏川渓谷緑地のですね、来園者はおかげさまをもちまして３万１千人強ということで、多くの方

が楽しんでいただけたと、このように思っております。いよいよ緑化フェアが１年を切ってきたというこ

とでございますけれども、ここの国営公園の堀金・穂高地区で８万人強、それから私どもの烏川渓谷緑地

では７千人は来るだろうというのが実行委員会の予測でございますけれども、私たちとすれば万全の体制

でお客様をお迎えして満足して帰っていただける。このようなことにこのような場も通じまして取り組ん

でいくというようなことなのかなと、こんなことを思っております。そんな中で、今建設事務所のフェア

に向けた取り組み若干ご紹介申し上げたいとと思いますが、まず１つは道路管理者の立場での取り組みで

ございます。なかなか経営予算は厳しくて苦戦してはおりますけれども、安曇野インターから国営公園ま



でのアクセス道路、全部はできませんが舗装の打ち替え、植樹帯の剪定と草刈を今年から始めております。

また、すぐそこですけれども、烏名橋の南の交差点、非常になかなか地元の方でも迷うというところです

が、現在改良工事を行っております。できれば12月までにこれを叩き上げたいということで、フェアに間

に合わせたいという風に思っております。また、公園につきましては、大里所長さん今ありましたけれど

も、いわゆる施設も老朽化してきているということで、園路や防護柵を再整備、それから水辺エリアです

が、旧穂高町側の方にも駐車場を新設を舗装かけたり、それから森林エリアですが、今砂利になっている

駐車場の所これも舗装をかける、こんなようなことをしてフェアに向けて対応していきたいと思っており

ます。また、公園のエントランスの県道の豊科大天井岳線４車線の部分ですけれども、南安曇農業の生徒

さんにですね、花の種とプランターを買ってお渡しして育ててもらってそれをフェアの時には歩道の方に

並べて、何か奥には催し物があるんじゃないかと通行する皆さんに少し発信をしたいということを考え

て、10月位には実際に苗を作ってもらうところまで打ち合わせは進んでおります。また、草ボーボーにな

っております植樹帯ですが、これは枡に変えてインターロッキングを打ってこちらも秋には植樹を行って

入口にふさわしいような道路にしていきたいと、こんなことを進めております。このような会議を通じま

して、皆様方と情報の共有或いは意見交換を行う。こんなことがこの地域の観光それから振興の一助にな

っていくと、このように思っております。そのためには、私どもの公園も兎に角いっぱい使っていただき

たい、ということを最後にお願い申し上げまして挨拶とさせていただきます。どうか今日はよろしくお願

いいたします。 

横山安曇野市都市建設部長 

   皆さんこんにちは。都市建設部長の横山でございます。日頃は、安曇野市政に関しまして、ご理解とご

協力をいただいていることをこの場を借りて御礼を申し上げます。本日は第８回目の会議ということでお

忙しい中、ご出席いただき大変ありがとうございます。 

さきほど建設事務所長さんのご挨拶にもありましたけれども、いよいよ都市緑化信州フェアが来年の４

月から始まるということで、すでに１年を切って来年の今日はすでにフェアが終わっている時期になりま

す。市としましては市独自にですね、サテライト会場・スポット会場を運営する予定としております。３

会場の国営公園、県営烏川渓谷緑地とも連携が取れるような企画を考えているようなところでございま

す。市独自の実行委員会も組織されまして、この６月１日に事業計画や予算についてご承認をいただいて

いるところでございます。これから具体的に実行に移していく訳でございますが、市民の皆様それから多

くのご協力をいただかなければなりません。また、みなさんからもアドバイス等いただきながら、安曇野

市を訪れていただく観光客の皆さんに、よかった、満足した、また来たいと思っていただけるような取り

組みにつなげてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

この会議もですね、２つある公園から周辺でそれぞれ営みや生活をされているみなさんが情報交換する

会議でございます。来年緑化フェアはですね、より多くの集客を見込める機会だと思っておりますので、

今年度は今までより、より一層情報交換・連携を密にして、来年のフェア成功に向けて皆様からご協力い

ただければと思っております。本日は短時間の会議ではございますが、忌憚のないご意見をいただきなが

ら、有意義なものにしていただければと思っております。よろしくお願いいたします。 

３ 自己紹介 

   会長から座席の反時計回りで自己紹介。配布資料の確認。 

４ 会議事項 



(１) 国営アルプスあづみの公園からの情報提供 

ア 国営公園の利用状況（長野国道事務所 篠遠公園課長） 

２ページ目の上側ですが、あづみの公園全体の入園者数の推移を印刷させていただいております。

29年度につきましては43万３千人であり、約0.6％の減です。減少の割合は低いですが、堀金・穂高

につきましては、微増という、ほぼ昨年と同様で若干プラスという状況でございます。 

２ページ目の下の段ですが、４月の入園者数につきましては特に、チューリップの早期開花ですと

か、広域的なテレビ放映、新聞掲載等ということで、約２倍の201.4％の増加。６月20日までの入園

者数につきましても、613％増という状況でございます。 

ページを飛ばさせていただきまして、８ページをご覧ください。４月・５月の入園者等の動員とい

うことで、８ページ下の段で説明をさせていただきます。特に４月については、菜の花の開花が少し

早かったというのと、チューリップのほうが認知度が上がってきたという状況でございます。また、

下の段の入園料金の改定等もありますが、NHKのロボットカメラの設置がチューリップ、それからチ

ューリップが終わった後に菜の花の方に移動して、NHKの関東甲信越のほうでも２回にわったて放映

された。それから、左側の方の中日新聞のゴールデンウィークの５月３日に１面で掲載されたという

ようなところが大きいのかなと思います。 

また、ページのほう戻っていただきまして、３ページ目をご覧ください。３ページ目の下の段です。

AACRのアルプスあづみのセンチュリーライドなのですが、こちらのほうにつきましても棒グラフの年

度別で見ますと、29年度が倍の、これは今まで５月に開催してきたセンチュリーライドを４月の桜と

５月の緑ということで倍増してございます。今年度につきましては、あづみの公園堀金・穂高地区ス

タートで120㎞、80㎞の３組新たにこちらからスタートしたということで、トータルで3800人くらい

そうなっております。特に、この中で県外の方が89.9％、プラス海外の方が0.3％、合わせて約９割

の方が県外から。合わせまして今年度につきましては、チャリティ募金の参加者に１万円のチャリテ

ィをいただいて、それ地域貢献等をしていただくことで、写真の中間部分が阿部知事へ県の自転車道

の整備ということで70万円の寄付をしております。それから、一番下のチャリダー、これはNHKのBS

の土曜日の番組なのですが、こちらのほうで全国で放映された。それにつきましては、次の５ページ

をご覧になっていただきたいと思います。 

５ページの下の段ですが、NHKのチャリダーで５月29日、それから長野につきましては５月の25日

と29日にNHKの総合の方で放送がされている状況です。 

６ページですが、６ページの下段が５月の20日に行われました、緑のセンチュリーライドです。そ

ちらのほう下の段の右上ですが、こちらの方であづみの公園穂高口ゲートのスタートの写真でござい

ます。こちらの方では丸山会長にもスターターとして参加をしていただきました。 

来年度の都市緑化フェアにつきましては、特に堀金・穂高につきましては、チューリップそれから

菜の花、それとあと合わせてチューリップの間にユリ等植えて、大町・松川地区につきましては、シ

ェクバ展ということでNHKの趣味の園芸といったところをメインとして盛り上げていきたいと思いま

す。以上です。 

イ 公園イベント等について（国営アルプスあづみの公園管理センター 内田企画広報課長） 

  お手元資料ですね、こちらの管理センターの運営維持管理についてという資料と、イベントチラシ

を２種類持ってきております。ご覧いただければと思います。それでは、こちらのレジュメの方ご覧



ください。国営アルプスあづみの公園の運営維持管理について平成30年度版でございます。こちらで

はですね、地域連携事業などイベント事業、先程ご説明がありましたが、花修景の部分と、あと大町・

松川地区のですね、イベントについてもご参考に載せてございます。 

  まずは地域連携事業の１ページ目でございます。先だって５月４日にあづみの公園早春賦祭が行わ

れました。私ども公園管理センター実行委員会に加わりまして、安曇野市さま、教育委員会さまにお

力添えをいただくと共に、市民団体の早春賦愛唱会のみなさんと共にイベントを実施したところでご

ざいます。文章中にある通りですね、63団体の市民の皆さま、学生・生徒・児童のみなさん、教員さ

ん団体ご参加いただきまして、750人のということで過去最高の参加を得ました。そして、当日の来

園者数が１万8966人ということで、音楽祭実施日としては過去最高ということで、先程の春の入園者

増について篠遠課長さんからお話しありましたけれども、こういったことも大きな要因ではないかな

と考えております。こちらは全国都市緑化フェアのプレイベントとしても実施されまして、県の皆さ

まにも大変、共催ということでご協力をいただいたところでございます。 

  下段のセンチュリーライドにつきましては、今まさにご説明いただいたところですが、今年度お話

の中にあった通りですね、昨年度に引き続き緑のAACR・桜のAACRということで、４月の会が増えてい

るというところと、５月の会におきましては、穂高口スタートということでございまして、近隣宿泊

施設の皆さまにはですね、自転車のライダーさんが宿泊施設に自転車を持ち込みたいという大きな要

望がある中で、無理を聞いていただきまして、高額な自転車もあるために施設内に自転車を入れさせ

てくれという強い要望があるものですから、そういったところもですね、お繋ぎできたのかなという

ところでございます。こちらも過去最高約3500名のお客様にお越しいただいたところでございます。 

  めくっていただきまして、公園管理センターが事務局といいますか、コーディネートさせていただ

いているところですが、農家民家部事業ですね、こちらも平成24年から引き続き実施しています。周

辺観光も県外の生徒さんにはしていただきまして、地域経済の振興にもつながっているのかなという

ところでございます。また、その下の４番５番のところですね、地域伝承の取り組みですとか、園外

に生息している昆虫や植物など希少な動植物がいますので、そういった地域の伝統文化や自然保護の

取り組みも、公園の資源を活用して行っているところでございます。地域の皆さん、岩原方面あるい

は塚原方面の皆さま、特に山との教室、田んぼの教室などで一緒に事業を実施しているところでござ

います。 

右のページに関しましては、県の烏川渓谷緑地との連携事業を紹介させていただいてます。先日も

ふるさとづくり応援団のみなさんとふるさと散歩等の事業を実施しているところでございます。無料

日には、境界門扉を開放しまして、両公園が行き来できるようにしているほか、イベントの実施も共

同で行っていくというところでございます。先ほども話しましたが、地域の皆さまと共にですね、ふ

れあいマルチなどのイベントを実施していくというようなところです。 

その下のところ、花修景のご紹介させていただきます。今も話がありましたが、春に関しましては

チューリップ、菜の花、こちらがお客様に大変好評を得ておりまして、ますます認知度が深まってい

るところでございます。夏に関しましては、里山文化ゾーンで今年もヒマワリの迷路ということで、

6700平米、延長1000mを準備しているところでございまして、こちらも春の菜の花・チューリップに

続いて見どころになるように、広報などもしっかり取り組んでいきたいと考えております。秋に関し

ましては、コスモスの花修景でございます。こちらも、風物詩的なものとなるように取り組んでいき



たいと思っております。 

  ５ページ、次のページからは、イベントの計画でございます。夏に関しましてはですね、夏のアル

プス大冒険というところで大町・松川地区と共通のタイトルでもって、安曇野地域にお客様を何とか

引き込んで、両地区共通で来ていただいて、それぞれ楽しんでいただきたいというような計画でござ

います。水を使ったウォーターアドベンチャーや魚のつかみ取りなどを計画するとともにですね、伝

統文化にも触れていただきたいということで、本棚を飾ったりですとか、クラフト体験をお客様に楽

しんでいただけますように準備しております。そして、堀金・穂高地区ではですね、特別イベントサ

マーイルミネーション、一番下の所でございますが、お盆期間に計画をしております。こちらも、今

年で３年目になりますが、めくっていただいた通りですね、水と緑の安曇野を象徴するようなイルミ

ネーションをしつらえまして、お客様に楽しんでいただきたいという風に考えています。秋はコスモ

ス花フェスタ、冬に関しましてはツインイルミネーションを大町・松川地区と連動のイベントでござ

いますが、イルミネーションイベントを計画しております。70万球の電飾で公園を彩るというような

計画をしております。こちらに関しましては、12月31日にカウントダウンイベントということで実施

していたのですが、近年お客様の数が伸びないというようなこともあって、12月31日はやらないとい

う方向ですが、期間を堀金・穂高地区延長しまして、１月６日までの計画でしたが、次の３連休もで

すね、12,13,14とお客様により楽しんでいただきたいということで計画をしておりますので、こちら

もよろしくお願いいたします。冬イベントに関しましては、インドアガーデンということでですね、

アイスチューリップ・菜の花の庭ということで、屋内施設を活用しまして、楽しんでいただきたいと

いうところでございます。そして、来年度に控えております、全国信州緑化フェア、こちらサブ会場

と位置付けられておりますので、春のイベントをさらに充実させながら、事務局の皆さまと協力しま

してですね、あるいは安曇野市の皆さまと協力して、この地域に多くのお客様を何とか呼び込みたい

と考えています。 

  10ページ以降は、大町・松川のイベントのご紹介でございます。より、こちらも両地区連携を深め

て多くのお客様に楽しんでいただきたいというふうに考えています。 

  こちらに、年間のイベントチラシと夏のチラシ準備しております。ぜひ多くのお客様にご紹介した

いということで、引き続きご協力いただけたらと思っております。今後ともよろしくおねがいいたし

ます。以上でございます。 

（２） 県営烏川渓谷緑地からの情報提供 

ア 建設事務所からの情報提供（安曇野建設事務所 宮澤維持管理担当係長） 

   私の方から、烏川渓谷緑地工事概要図と書かれました、A4横長左上ホッチキス止めの資料にてご説

明させていただきたいと思います。 

   それでは、工事概要図ということでご説明いたします。パンフレットに工事の概要を示したもので

ございまして、青色と赤色と黄色で、現地の所は○で、項目の所は□で色を塗らさせていただきまし

て、青が平成29年までに実施したもので、今年度30年度が赤くしてまして、来年度以降が黄色で示さ

せていただいております。今年度の赤い部分だけ若干説明させていただきますが、まず左上の森林エ

リアでございますけれども、森林エリアの駐車場が現在未舗装な状態なものでして、フェア対応も兼

ねまして、駐車場も一部舗装をかけていきたいという風に思っております。右下の方に行きまして、

水辺エリアの須砂渡駐車場付近でございますが、園路を舗装の更新を右岸側駐車場付近をやるのとあ



わせまして、反対側の左岸側につきましても、園路が砂利道になっておりますので、そこの部分の舗

装と、あと駐車場を一部整備させていただきたいという風に思ってございます。それから、右岸側の

木道もですね、木がだいぶ老朽化に伴って傷んでいて、そろそろ危険な状態になりつつあるというこ

とで、そこを新たに改修させていただく予定でございます。 

   １枚めくっていただきまして、裏面になります。烏川渓谷緑地の来園者数の推移でございます。平

成29年度は３万1400人ということで、28年から若干減ということで、27年が突出して多いのはミステ

リーツアーという企画があった関係で、大分そういった企画に寄ってきたお客様がいらしたというこ

とで、これはイレギュラーな形で多いんですけれども、毎年３万人前後で推移している状況にござい

ます。累計としましては45万6400人のご来場者がいるということでございます。 

   ３ページの右側の方に行きまして、こちらが南安曇農業高校さんと協力で、「自分たちで作ろうプ

ロジェクト」ということで、高校生DIYということで長野県が将来の建設業の若手を支援していくと

いうものもありまして、現場にも高校生の皆さんが体験していただけるというプロジェクトの中で、

ここの豊科大天井岳線の入口の所で実習をしてございます。測量実習をやったり、昨年度もインター

ロッキングの施工実習などやった経過がございますので、地元の皆さま、関係者の皆さまもご協力・

ご支援のほう、またお願いしたいという風に思ってございます。 

   ２面に行きまして４ページでございます。信州緑化フェアに向けまして、安曇野建設事務所のほう

で入口付近の道路管理者としての整備の一環として、ご説明させていただきたいと思います。航空写

真、上からとって右側が東側の入口付近で、左側が国営さんの駐車場の入り口付近という形になって

ございます。右側からその入り口の付近の北側にですね、先程ご説明いたしました南農さんのDIYプ

ロジェクトによるポケットパークということで、南農さんの方で庭づくりというんですかね、企画し

て一応ここもフェアまでにはポケットパークみたいな形になるという予定でございます。右の下の方

に、一応入口付近の完成イメージ図がございますが、フラワーポッドと、森林税を活用した植樹とい

うことで、今植樹マスをインターロッキングで作っているところでございまして、その植樹マスには

森林税を活用した植樹、今のところ植樹としましては、コブシをやろうかなという風に予定はしてご

ざいます。あと、そのコブシの間というんですかね、フラワーポッドを南農さんのほうで今年度から

作りまして、フラワーポッドを準備していただく予定になっているんですけれども、それをフェアの

期間中には花を咲かせたものを、そこのイメージの所のような形で置いていきたいと思っておりま

す。 

あと、前回の会議の中で希少種があるといった事態、ここの航空写真の真ん中付近のところに三角

っぽく箇所を示させていただきましたけれども、ここに希少種があるのの中で、維持管理は草刈とか

した方がいいんじゃないかという話もある中で、その辺の植物関係に非常に詳しい市の那須野課長さ

んの立ち合いのもとですね、確認をしていただきまして、とりあえずその希少種が必要とする植草自

体は確認は今のところできていないんだけれども、ただその植草がまた改めて生えてこれるように草

刈等は実施した方がいいんじゃないか、というお話がありましたので、ここにも実施前・実施後とい

う風に書いてございますけれども、その４月の段階で草刈をさせていただきました。今後は通常の維

持管理で草刈を実施してもよいというお話がありましたので、道路管理の中で今後も草刈等実施でき

る範疇で対応していきたいという風に考えてございます。建設事務所の方からの説明は以上でござい

ます。 



  イ 公園イベント等について（烏川渓谷緑地環境管理事務所 ） 

    資料ですが、パークコミュニティ会議資料ということで、烏川渓谷緑地行事計画及び実施状況とい

うことで、29-35裏表でお配りさせていただいております。それと、信州山の日特別企画というニュー

スリリースのペーパーでございます。烏川渓谷緑地の行事計画及び実施状況ということで、平成29年

度につきましては、計画705名に対しまして485名という結果でございました。内容につきましては、

ご覧いただいている通りでございまして、地域の資源を活用したイベントを中心に展開をさせていた

だいております。下の段のほうで、4・5月宿泊施設タイアップオオルリ観察会といったものを、この

会議のほうにも出席いただいております会員の方、市のほうのメーリングリストを活用させていただ

きまして、ペンション協議会さんあるいは温泉旅館組合さんのほうに情報提供させていただいており

ましたが、申し込みございませんでしたので、対応してはございません。その週につきましては、市

の観光協会さんあるいは各施設のほうでですね、その週の企画等は個別に動いている関係がございま

したので、こちらについても特に調整ができなかった点もありまして、未実施となってございます。 

    裏面ご覧ください。平成30年度の行事計画および実施状況ですけれども、今年度につきましては500

名程度を計画しておりまして、現在市が５月19日まで終了してございます。4-5月のオオルウィークス

の観察会ということで計画しておりましたが、今年は年度当初に4月の27と28にオオルリの観察会を開

催いたしましたが、今までそういうことはなかったんですけれども、オオルリが観察することができ

なかったというような異常事態に、異常な状況がありまして、鳥自体が見れないということがござい

ましたので、ご案内をさせていただいておりませんので、未実施となってございます。 

    チラシのほうですけれども、信州山の日特別企画ということで、既に募集開始しておりますものが

いくつかありますけれども、その中で、長野県のほうで特に力を入れてやっている信州山の日の関係

につきましては、お配りさせていただいております資料ですけれども、７月21日の土曜日、22日が山

の日になりますが、21日、22日を予備日とさせていただいておりまして、こちらにつきましては地域

の資源を活用してということで、こちらの小島烏水という方が日本山岳会の初代の会長が小説家でも

ありまして、この辺りを歩いた時の様子を記したものがございまして、それらを読み解きながら、現

地を辿りながら歩くというようなイベントとなってございます。満願寺よりさらに10㎞ほど上流を歩

くというイベントになっておりまして、国営アルプスあづみの公園さんの穂高口駐車場を集合場所と

させていただいて、そこから移動して、またそこへ戻ってきてというような企画となってございます。

帰られる際には公園のほう利用等を併せてご案内をさせていただくような形で行うという風に考えて

おります。また、こういった地域のイベントも企画しておりますので、ご案内でございます。今こち

ら資料添付してございませんが、利用のところで新たな動きございまして、リゾート安曇野さんです

かね、豊田市民の森の関係ですとか、ホテルアンビエントさんの関係の団体利用が公園の自然観察の

ガイドをお願いしたいというようなことが最近入ってきておりまして、そちらについても対応させて

いただいておりますので、是非この会議のほうにも参加されているメンバーの方でですね、そういっ

たお客様がおられて、ちょっとした時間を過ごしたいというような方がおられればですね、是非お声

掛けいただければ、スタッフの方は対応して園内の散策をお手伝いさせていただくということが可能

ですので、お願いできればと思います。あと、民泊の関係ですと、雨の日で活用できないですとかい

った場合にも、展示を見に来られたりとか、ちょっとした空き時間を使ってうちのほうの散策に来て

いただいてというようなケースも増えてきておりますので、ひと声お声掛けいただければ私どもの方



で対応させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

（３） その他情報提供・提案 

  ア 全国都市緑化信州フェアについて 

・県緑化フェア推進室からの情報提供 

詳細は別紙資料へ。        （長野県都市まちづくり課全国都市緑化フェア推進室 大村一） 

・市都市計画課からの情報提供 

 詳細は別紙資料へ。                     （安曇野市都市計画課 中田補佐） 

イ 市からの情報提供 

・山岳フェスタの紹介。 

詳細は別紙資料へ。                   （安曇野市観光交流促進課 下里係長） 

・先日行われた早春賦音楽祭のお礼と来年度の予定。（安曇野市教育部文化課 水谷主査） 

ウ 構成団体からの情報提供 

・これまでの企画や取り組み、ヤママユについての説明。（安曇野案内人倶楽部 代表 等々力 秀和） 

  安曇野市の豊科インターから北に約３㎞、合計で10㎞、もう20年も前から花を植えているんですが、

マリーゴールド植えています。約2500人ほどの、今1700人ぐらいしかいないんですけれども、段々減

ってきておりますが、そのみなさんと一緒にマリーゴールドを植えて11月まで咲いてます。この運動

をずっと長いことやっています。今回市のほう本格的に動いてくれまして、ようやくそれが実ってき

て、団体としても非常にうれしい環境になります。それから、花フェスタに関しましては、他にも屋

敷林のいろんな問題点とか、いま屋敷林が減ってくる中で、それを一応安曇野のポイントとしてみん

なに知ってもらうということを是非やりたいんですね。問題は、実は拾ヶ堰のところに花を植えてま

す。芝桜を４種ほど植えてますけれども、市のほうではそれをまた延長してほしいというのがあった

んですが、問題はその次なんですね、植えてもらった後の管理をずっと長いことやってもらわなけれ

ばいけません。そういうことをやらないと、花フェスタだけやっただけでは、翌年からはみんな撤収

するようなことでは、安曇野を訪れる人たちの先が見えてきますね。これを出発として、ずっと続け

ていく、私も花街道20年もやってます。芝桜を植えたのも13年になります。そうやってようやく拾ヶ

堰のところに芝桜を植えて桜が咲いて名所になったのですが、一時はあそこは草が茂っていて人が通

る場所じゃなかった。それを２年間かけてみんな刈って、耕運機まわして、除草剤撒いて、ようやく

あれになったんですよ。だから、それまで人なんか来るところじゃなかった。それを今になったら皆

さんに大勢きていただいて“良い所ですね”と言うけど、そこまでどのくらいかかったか言いたいで

すが、そういうことの1つ1つの住民との話し合いの中でつくってきたものです。ですから、そういう

ことを通じて、私10年かかったんですが、お金はほとんどいただいていません。ボランティアでみん

なやってきたんですよ。花街道もずっと今まで違うところからお金をいただいて、今度は市のほうか

らお金が入るようになりましたが、そういうことでつながってきたんですよ。ですから、その間の努

力が実って私は非常にうれしいんですけれども、たまたま花フェスタが来るということで、非常に今

まで頑張ってくれている皆さんに協力お願いします、と言ったんで、市のほうから何も言われてない

なと言ってたんですがね。ですから、そういうようなことにつながるようなことになれば。マラソン

の時に草を刈ってくれなんて言われたんですけど、今はあそこ全部耕運機で、草は生えていないはず

です。あれもみんなでやります。だからあそこ４田んぼあるんですよね。そこをわずか２，３人で草



を刈ってやっているわけですよ。それがようやく今まちの方でも動き出してくれて、建設事務所の方

でも動かしてくれて、あそこに草を刈ってくれたり、やっているようになりました。ようやくそこま

で落ち着いてきたんですよね。そういう方向にようやくみんなが協力してくれるようになったんで、

ようやく今実ろうとしてますが、そういうみんなの努力というものをですね、無駄にすることなく、

この花フェスタを通じて、まち全体でお願いできればと思います。 

 ＜以降のヤママユについての内容の詳細は、別紙資料および次項へ＞ 

 ・天蚕、繍仏についての説明。 

詳細は別紙資料へ。                         （安曇野案内人倶楽部） 

・岩原地区の今の状況についての説明。（岩原の自然と文化を守り育てる会 会長 百瀬 進） 

 私どもの会には数十名、50名足らずの会員で自分たちの身の丈に合った、自分たちが楽しめる会と

いうことでやっておりますけれども、基本的な考え方は、足元の岩原の自然や文化、これは先祖以来

ずっと守り育てられてきた、それを見直してこれからに向け守っていきたいし、もう１つは育ててい

きたいと、もっといえば岩原らしく発展したり、あるいは活性化につなげる活動をしたいということ

で、そこにプラスして５年前、国営公園３期地区の開園を目前として、国営公園と連携をしてという

ことで、多分細かいとこほとんど重なってのことでございます。今までのことは、ほとんど新聞報道

等を通して発信されていますので、今の状況で２つ３つ、情報提供をさせていただいて、ご相談申し

上げたいと思います。 

 １つ目。私ども会で地区に約数十か所、百株をはるかに超えるオオルリシジミの食草を、クララを

３年かけてここまで植え育ててきたんですけれども、３日前、信大の先生方はじめ、専門の先生方ず

っと見ていただいて、数十頭の幼虫がすでにそのクララにいるということがわかりました。自然繁殖

が実現してしまった、ということです。これは恐らく大きなニュースになると思うんですけれども、

いろんな問題があるものですから、ちょっと那須野さん等々相談をしてということになると思います

けれども、少なくとも公園の外に、もう恐らく来年の春はオオルリシジミ舞うと思います。じゃあこ

れどうするかという問題があります。 

恐らく来月になると、これも公園に隣接した場所の池でホタルが2,3年前から少しずつ、もうすで

に今は群舞の状態になって、数百頭がイルミネーションに比べるとささやかですけれども、でも余所

から導入したゲンジボタルではなくって、地元でずっと、補足するなら育ててきたヘイケボタルが公

園の中を実はとんでっているんですよ。恐らくここの皆さんは承知してないと思いますけれども。そ

んな状況です。 

それから、岩原城については先ほどの住吉から角蔵へのコースも睨みながらの、まずは岩原城への

トレイルコースを整備して、今年からもう既にできるようになっております。それどういう風にする

か市議会等でこの間も話があったので、それを横に見ながら文化財あるいは観光振興ということで是

非、またよろしくお願いしたいというふうに思いますけれども、その辺のところを含めて、これまで

活動したことについて今までのものまとめて、資料として誰もがそれを見たり学んだりできるものと

いうふうに考えたんですけれども、それをもとにガイドブックを来年の３月末で刊行、５判で200ペ

ージほど、岩原の中で約10コース、そこにプラスして公園の中の2,3コースをあわせ、第３期地区と

そのまわりということで数十か所を巡って楽しめる。そういう形でのガイドブックをまず出したいと

いうふうに思っております。恐らく同じようなことは牧とか塚原とかっていうとこを含めたこの堀



金・穂高地区のまわりもできればいいガイドブックになろうというふうに思います。まず、来年３月

どうしても出したいと思うのは、緑化フェアの問題が１個あります。それからもう１つは、前年比約

300％、１万６千人がゴールデンウィークにお客さんが来て、私の家も例えば庭に来て車でUターンし

て、あるいは、どうやって行ったらよいかという質問があるんですけれども、それからもちろん、散

策してる方がいるんですが、少なくても公園の外については手立てが全くできてない。逆に言えば、

缶ジュース1本も岩原のためになってないんじゃかと、私は思っています。私は先ずは岩原のことを、

皆さんに知っていただきたいというふうに思いますけれども、多分この会の具体的な形として、よう

やく私も仕事が一段落したものですから、少しそちらに力点を置きながらやっていきたいというふう

に思っておりますので、是非よろしくご協力をいただきたいと思います。 

・近隣住人に対する配慮についての要望。（堀金地域岩原区 代表区長 齋藤 正廣） 

観光地として催し物やってお客さん呼ぶのは大変大事なことで良いことだと思うが、もう少し隣近

所に対する配慮もしてほしい。それと、さっき自転車のイベントもあったが、私通勤途中でもう邪魔

で邪魔で、それこそどいてくれないし、そういうのがあるんで、そういうところもっと徹底していた

だけたらなと思います。ですので、やるのは結構だが、周りに対する配慮ももう少ししていただけた

らなと思います。 

（４） 全国都市緑化信州フェア開催に合わせたスタンプラリーについて（事務局） 

   事務局から全国都市緑化信州フェア安曇野市スタンプラリーの説明。－詳細は別紙資料へ。  

その後、事務局提案－全国都市緑化信州フェア安曇野市スタンプラリー 原案について了承 

（５） 意見交換 

・信州緑化フェアに伴い拾ヶ堰の芝桜の延長をすることになっているが、フェア終了後の維持管理にあた

り、この先長く維持管理をして安曇野らしさの発信ができるようにすべき。そのために、地域との連携、

資金面などの課題も踏まえた維持管理の計画を要望する。 

・最も集客が見込まれているメイン会場から、サブ会場・サテライト会場へ人を誘導するために、どうい

った情報発信をするのか。－やまびこドーム内に情報発信をするためのスペースを割く予定がある。 

・会場周辺で道に迷っている人の誘導が必要と思う。―メイン会場に総合案内所が設けられる。 

（６） その他  

次回は、来年２月に開催予定としたい。場合によっては、随時開催する可能性がある。（事務局） 

５ 閉会 

  薄井副会長により閉会 

 


























































































